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柿山　隆教授の退職記念号の刊行にあたって
経営学部長　原　　　仁　司
樺山隆先生は, 2011 (平成23)年3月31日をもって,亜細亜大学経営学部をご定年により
ご退職されますo経営学部は,先生のご退職を記念して　F経営論集』第47巻第1号を退職記念
号として刊行し,これを謹んで柿山先生に献呈させて戴く次第です。
柿山先生は, 1964年3月に上智大学文学部をご卒業された後, 1972年10月,パリ第m大学大
学院博士課程を修了しておられますO亜細亜大学には1979年4月にフランス語の専任講師とし
てご着任されましたO亜細亜大学に着任後は, 1981年に助教授へ, 1986年に教授へと昇格され
ましたo亜細亜大学には32年の長きにわたり,フランス語教育とフランス語研究の分野を中心
に貢献してこられました。また, 1993年4月から1999年3月まで教養部長を, 1994年6月から
2011年3月まで亜細亜学園理事を務められました。長きにわたって亜細亜学園を支えてこられ
ましたことに,改めて感謝の意を表したく思いますO　有難うございましたO
個人的な話で恐縮ですが.柿山先生は.私にとって亜細亜学園で最初に出会った先生の一人と
して記胤こ強く残っています.教員公募の面接試験で,私を気に入ってくださったのが,柿山先
生と栗田充治先生のお二人だったと,昨年退職された関ifiL子先生から坑聞したことがありま
す。豪放森落なお人柄であるとともに,とても繊細な一面をお持ちであったことは,殊更に私が
語るまでもない聞知のことですe　先生のあの個性的な語り口調「そうなんです。」 「○○なんで
す。」を物真似する人がいかに多かったことか。これは多くの後輩たちが柿山先生を慕っていた
証しで,肝心のご本人が学園にいらっしゃらないことが,いまさらながら寂しく感じられますo
F私のプロフィルj　をひもときますと.先生のお言葉に「学問はさせられるものではなく.す
るものだと思う　　<略>-人間には,努力しないと,いつの間にか惰性に陥ってしまう傾向が
あるようだO勉学を学ならしめるのは,学研的好奇心,探究心であろう。」がありましたC.最近
の不勉強な私にとっては,かなり耳が痛くなる言葉ですが.先生の幅広い教登と屈託のないお人
柄は,こうした精神の姿勢から生まれてきていることを改めて痛感いたしました。いま思えば,
先生は決して人に自分の意見を押し付けるようなことはなさらず,個別性をとても大子糾こなきっ
ていた気がしますoそのかわり,卑怯な振る舞いや醜い人間性に対しては厳しく,文字通り「蔽
父」のような方であったと拝察されます。
柿山隆先生,長い間本当に有難うございましたO　これからの先生の益々のご活躍とご健勝
を,心より祈念申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　(平成23年6月吉日)
